
【
８
月
１
日
は
水
の
日
】

『
に
か
ほ
市
水
循
環
基
本
計
画
』
を
策
定

―

現
在
、
令
和
４
年
度
の
水
循
環
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て

  

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
の
公
表
に
向
け
情
報
提
供
中―

水
循
環
基
本
法
で
、
８
月
１
日
が
「
水
の
日
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
８
月
１
日
か
ら
７
日
は
水
の
週
間
で
す
。

水
循
環
と
は

　

平
成
２６
年
７
月
、
「
水
循
環
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に

推
進
し
、
も
っ
て
健
全
な
水
循
環
を

維
持
ま
た
は
回
復
さ
せ
、
我
が
国
の

経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
お
よ
び
国

民
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
、
「
水
循
環
基

本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３０
年
、
本
市
の
豊
富
な
水
資

源
が
持
つ
可
能
性
や
将
来
性
か
ら
、

国
土
交
通
省
に
よ
る
「
地
域
振
興
策

に
資
す
る
新
た
な
下
水
道
の
役
割
に

関
す
る
検
討
支
援
業
務
」
の
検
討
対

象
都
市
と
し
て
、
に
か
ほ
市
と
横
浜

市
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平

成
３１
年
２
月
３
日
、
観
光
拠
点
セ
ン

タ
ー
に
か
ほ
っ
と
で
、
地
域
に
お
け

る
水
循
環
の
観
点
か
ら
よ
り
俯
瞰
的

に
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
「
若

者
が
ミ
ズ
か
ら
描
く
未
来
討
論
会
」

を
開
催
。
秋
田
大
学
、
中
央
大
学
、

専
修
大
学
、
秋
田
高
専
、
地
元
か
ら

は
仁
賀
保
高
校
の
生
徒
が
参
加
し
、

水
循
環
と
地
域
振
興
等
の
構
想
を
検

討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
、
未
来
討
論
会
の
事
業

案
を
更
に
練
り
上
げ
る
た
め
、
市
役

所
若
手
職
員
と
㈱
日
水
コ
ン
社
員
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
さ

ら
に
令
和
２
年
に
入
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
学
生
や
若
手
職
員
に
よ
る
提
案

事
業
は
、
実
施
主
体
の
在
り
方
や
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
(
利
害
関
係
者
)

と
の
関
わ
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
、
同
年
か
ら
令
和

３
年
に
か
け
て
水
循
環
基
本
法
に
基

づ
く
『
に
か
ほ
市
水
循
環
基
本
計

画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
令
和
４
年
度
の
水
循
環
に

関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房

水
循
環
制
作
本
部
の
公
表
に
向
け
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

『
に
か
ほ
市
水
循
環
基
本
計

画
』
で
は
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し

て
、
水
循
環
の
状
況
や
水
資
源
を
生

か
し
た
観
光
な
ど
の
地
域
振
興
策
の

実
施
、
ま
た
世
界
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１７
の
目
標
の
う

ち
関
連
の
強
い
６
つ
の
目
標
の
達
成

に
向
け
、
令
和
４
年
度
(
２
０
２
２

年
度
)
か
ら
令
和
１３
年
度
(
２
０
３

１
年
度
)
ま
で
の
１０
年
間
で
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
平
成
２８
年
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
(
令
和
３
年
２
月

再
認
定
)
さ
れ
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

あ
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
し
て

い
る
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
も

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る
水
と
命

の
循
環
」
を
テ
ー
マ
に
、
水
循
環
の

維
持
に
関
し
て
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
然
・
生
活
・
産
業
基

盤
と
の
関
わ
り
を
軸
と
し
て
、
に
か

ほ
市
の
健
全
な
水
循
環
の
持
続
を
基

本
と
し
た
「
未
来
型
水
循
環
都
市
に

か
ほ
モ
デ
ル
」
を
構
築
す
る
た
め
、

「
発
信
」
「
有
効
利
用
」
「
付
加
価

値
」
の
３
つ
の
視
点
に
よ
る
循
環
で

得
ら
れ
る
効
果
を
宝
物
(
箱
)
と
し

て
、
目
指
す
べ
き
基
本
理
念
で
あ
る

「
水
循
環
を
生
か
し
た
躍
動
す
る
に

か
ほ
市
」
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
々
、
美
し
い
雄
姿
で
あ
り
続
け

る
水
循
環
の
源
で
あ
る
秀
峰
・
鳥
海

山
。
豊
富
な
水
資
源
は
伏
流
水
と
し

て
大
地
を
め
ぐ
り
、
清
ら
か
な
自
然

の
造
形
を
作
り
上
げ
る
と
と
も
に
、

わ
た
し
た
ち
市
民
の
生
活
に
多
く
の

恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

『
に
か
ほ
市
水
循
環
基
本
計
画
』

の
策
定
を
機
に
、
普
段
何
気
な
く
接

し
て
い
る
に
か
ほ
市
を
め
ぐ
る
「
水
」

か
ら
新
し
い
可
能
性
を
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

ー『にかほ市水循環基本計画』（抜粋）ー
①未来型水循環都市にかほモデル～水循環を生かす！躍動

するにかほ市を創造する②にかほ市の水循環の状況③水循

環基本計画とSDGｓとの関わり④にかほ市の自然・生活・

産業基盤と水との関わり

※『にかほ市水循環基本計画』は、内閣官房水循環政策本

　部の公表後、にかほ市HPに掲載します。

ーにかほ市をめぐる水ー
①鳥海山と水田（東畑地区）

②伏流水で育った天然岩ガキ

③国指定名勝・奈曽の白瀑谷

④国指定天然記念物・鳥海山

獅子ヶ鼻湿原植物群落及び新

山溶岩流末端崖と湧水群

（コケの群落地）
ー上郷の温水路群（秋田県指定有形文化財＝建造物＝）ー
　大正時代末期、地域上流で発電所建設の話があった際、その補償金を雪どけ水を温めることに使おうと地域で話し

合い、日本で最初の温水路が誕生しました。以来、集落の賦役（ふえき）により、それぞれの集落から大勢の人々が

出て、長岡・大森・水岡・小滝・象潟の５つの温水路を建設。今のようにバックホウやブルドーザが無い時代、全て

人力で、スコップ、クワ、もっこ等を使った大変な仕事で、昭和２年から始まった工事は昭和３５年まで、５路線、

総延長６ｋｍにおよぶ大事業となりました。温水の効果やほ場整備事業などにより、以前は１０ａあたり３００㎏だっ

た米の収穫量は６００㎏まで拡大しました。

８月１日は水の日『にかほ市水循環基本計画』を策定

水
循
環
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　

躍
動
す
る
に
か
ほ
市
を
創
造
す
る

め
ぐ
る
「
水
」

新
し
い
可
能
性
を
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にかほ市企画調整部 総合政策課 企画調整班

☎０１８４－４３－７５０９（直通）

mail：kikaku@city.nikaho.lg.jp

※SDGsとは、「Sustainable Development Goals」の略称で、「持続可能
な開発目標」という国際社会共通の目標です。２０１５年９月に、１５０カ国を超え

　る世界のリーダーが参加した国連持続可能な開発サミットで決められました。
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※

３ Ｃity Ｐublic Ｒelations Ｍagazine ２市民と行政の架け橋　広報 にかほ


